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お り 小児看護師の職務ス トレスとサポー トに関する
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19)守 口絵里、永井利三郎 てんかんをもつ子 どもとその




もと親へのプリパ レーションの検討～ 第50回 日本小
児保健学会.2003年11月 、鹿児島
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高橋清子 子 どもが採血 ・点滴を受ける心の準備をす
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回 日本母性衛生学会.2003年10月 、宇都宮
40)岸 田泰子、矢田昭子、山口雅子 示説 看護職者の育児
に関するニーズー職場環境への期待一 第23回 日本看
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13)加 藤憲司、早川和生、尾 ノ井美 由紀 、清水忠彦、 由良
品子、横 山美江、金 森雅夫 成人 双生児におけ る食品
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方法に関する研究 厚生科学研究費補助金(21世 紀型
医療開拓推進研究事業)「短期(治 療後5年 以内)が ん生
存者を中心とした心のケア、医療相談等のあり方に関




























11)土 肥 義胤 、白井文恵 衣服繊維素材 への黄色ぶ ど う球
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2)阿 曽洋 子 褥瘡 をめ ぐる社会 的な問題 点 新 しい褥 瘡
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23巻 丶10号99-102頁
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2003年80-82頁 メデ ィカル トリビューン
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山書店
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1)阿 曽洋子	セミナー 最新の褥瘡看護技術 第2回
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敬 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、
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市
13)佐 川節子、池 田レミ、東照正、阿 曽洋子 、池永秀 雄、
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市
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な症状 に与 える影響 第34回 日本看護学会 成人看護
II.2003年8月 、和歌 山市
15)井 村香積、小笠原 知枝 、`片山由加里 、永 山弘子、辻ち
え 看護師 の情動知能 に基づ くグループ凝集性 とケア
の質 の関連性 第29回 日本看護研 究学会学術集会.
2003年7月 、大阪市
16)永 山弘子、小笠原 知枝 、久米弥寿子、高橋 育代、安藤
昌代 末期 乳がん患者 の看護診断 と看護介入 第17回
日本がん看護学 会学術集会.2003年2月 、大阪市
17)辻 ちえ、竹 田千佐子 、小笠原知枝、片山由加里 、井村
香積、永 山弘子 中堅看護師 の実践 能力に関与す るプ
ラ トー要因 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003
年7月 、大阪市
18)石 井豊恵 、大野 ゆ う子、笠原聡子 、原内一、稲 邑清也、
門 田守人}左 近賢人、藤本春美 、森 田輝代、飯沼正博、
国府裕子 、萩本 明子TimeStudyデ ー タを用いた看
護業務 のOverrunに 関す る検討 一MultilevelAnalysis
とMonte-Car1。 法 を用いて一 生体 医工学 シンポ ジウ
ム 主催:目 本エ ム ・イー学会 関西支 部.2003年9
月、北海道
19)北 村有子 、大野 ゆ う子、久保武、井 脇貴子、東村 昌代、
長 谷川敏彦、柿川房子 「療養経過 シナ リオ」の有用
性 の検討喉 頭摘 出と人工 内耳の2疾 患について一 第
5回 医療マネ ジメン ト学会.2003年6月 、仙台市
20)中 村 亜紀 、大 野ゆ う子、村 田加奈子 、杉 山裕美、大江
洋 介 介護 保険制度 におけ る在宅要介護者 の機能 訓練














analysis.生 体医工学シンポジウム2003主 催:目 本
エム ・イー学会 関西支部.2003年9月 、北海道
22)横 内光子、笠原聡子、大野ゆう子 小児事故に対する
保護者の リスク認知と情報ニーズ 第62回 日本公衆衛
生学会.2003年10月 、京都市
23)于 力、大野ゆう子、笠原聡子、村田加奈子 歯科保健























呼吸症候群 と肥満度についての検討 第62回 目本公衆
衛生学会,2003年10月 、京都市





















討 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、
大阪市
34)九 津見雅美、伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス
の決定における要介護者の主体性に関連する要因の検





36)九 津見雅美、伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス
決定における要介護者の主体性の検討 第45回 日本老
年医学会学術集会.2003年6月 、京都市
37)足 立登志子、杉浦圭子,九 津見雅美、三上洋 関節 リ
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討 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、
大阪市
38)杉 浦圭子、足立登志子、九津見雅美、伊藤美樹子、三

















































































交通事故 と気象 の関連 第62回 日本 公衆衛 生学
会.2003年10月 、京都市
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エ ム ・イー学会
2)25thAnnualmeetingofIACRBestPosterAward、	杉
山裕美、大野ゆ う子 、雑賀公 美子、味木和喜子、津熊
秀 明、大島明、平成15年6月 、国際がん登録 学会
w特 許
W共 同研究 ・外部資金




































































6)冠 木雅子 特殊放射線検査 ・治療における実施登録に
よる会計完全 自動化への挑戦と残された課題 医療情
報学2003年22巻6号453-464頁
7)岡 本典子 京力深穂 八田かずよ 医療安全確保のた
めの戦略～専任および現場の リスクマネジャーの役割
～Emergencynursing20032003年16巻10号28-34頁






信一,賀 来満夫 感染予防対策 「我が国の常識、世界
の非常識」現代医療2003年34巻11x-32-42頁




1)冠 木雅子 、郡清子 緊急 事態 対応 シ ミュ レー シ ョンの
開発 と実施 ク リニカル リスクマネ ジメン ト ナーシ
ングプラクティス2003年135-143頁 文光堂
2)大橋和 香、宝満朝子 、水谷綾 子 手術編 総論 整 形
外科ナーシングプラクティス2003年1.18-128頁文光堂
3)大橋和 香、宝満朝子 、水 谷綾 子 手術編 各論 整 形
外 科 ナ ー シ ン グ プ ラ ク テ ィ ス2003年145-149頁
153-161頁164-167頁..:i頁文光堂
一82一
大 阪 大 学 看 護 学雑 誌Vb1.10No.1(2004)
4)人	田かずよ インシデ ン トレポー トの院内一元化 とそ
のメリット他 クリニカル リスクマネジメン ト ナー
シングプラクティス2003年23頁 文光堂
















質管理について 第7回CCM輸 液 ・栄養研究会.2003年




















































































28)土 志田智子 術後患者の離床 を促進する看護介入の検
討 第34回 日本看護学会(成 人看護1).2003年















療法に関す る意識 と感情負担度 との関連.日 本糖尿病
学会 第40回 近畿地方会.2003年

















40)長 岡淳子、今 田恭子、北村芳子、中島久美子 交差感
染予防を目的 とした哺乳瓶保温器の清潔維持方法の検
証 第41回 大阪母性衛生学会.2003年
41)河 村有亜 ネグレク トを受けたハイ リスク児および家

























による放射線治療 中の皮膚炎予防への試み(放 射線 ・
RI・麻 酔科)2003年


























































12)梅 田英子 小児がんを再発 した子どもとその家族への
援助～病名告知に関する母親の葛藤に焦点を当てて～
(小児科)2003年
13)前 田奈緒 肺がんで放射線治療 を受ける患者の副作用
の理解 と医療者の対応にっいて(呼 吸器 ・老年高血圧
内科)2003年
14)笠 野百合子 肺癌化学療法を受けた患者の感染予防に














20)小 川尚子 危機状態で移植治療の選択をする患者 ・家
族への介入の現状～山勢の危機モデルを用いた分析を
試みて～(高 度救命救急センター)2003年





23)山 田英里 救急看護師の救急蘇生に関する知識 ・技術
の実態調査～ACLSコ ース導入前後の比較～(高 度救命
救急センター)2003年
24)平 城やよいICUに おける環境快適性の検討～ベッ ド
サイ ドの環境測定および患者の心理調査から～(集 中
治療部)2003年
25)高 木理恵 食事 ・運動療法が必要な慢性疾患患者の行
動変容に向けて正木の看護過程の展開と看護ケアのポ
イン トを活用 して生活指導を振 り返る(循 環・器 ・腎臓
内科)2003年





















34)伊 藤景子 術中に発生する手術用滅菌手袋破損の実態 
1
調査(手 術部)2003年
35)間 宮良江 医師が看護記録 を読む現状 と背景(循 環
器 ・腎臓内科)2003年
36)藤村紀子 在宅におけるイジスリン自己注射時の針交
換に関する実態調査(内 分泌代謝 ・免疫 アレルギー内
科)2003年
37)錦 戸咲子 化学療法施行後の復学を円滑にするための
援助のあり方～病院 と学校、家庭の連携～(小 児科)
2003年
38)大森淳子 保健医療福祉ネッ トワーク部開設後におけ
る病棟看護師の在宅療養に関する意識変化 と退院調整
の実態調査(脳 神経外科)2003年 
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